
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

ソォフィストなる名辞とその範圍

堀, 豊彦
九州帝国大学教授

https://doi.org/10.15017/1201

出版情報：法政研究. 13 (2), pp.85-104, 1943-10-30. 九州帝国大学法政学会
バージョン：
権利関係：



、
「

陶

！●

ず

サ

ノ

》

〆

も

’

《

O

吟

ツ
ォ
フ
圃
ス
レ
な
る
名
辞
こ
ぞ
の
範
画

伊

、

、

、
堀

♂

三
一

’

ア
．

■

ノ
、

〆彦

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

妻
潟
か
難
所
に
む
て
も
赤
い
か
な
る
時
代
に
あ
っ
葛
昆
明
』
．
む
ふ
ご
嘉
霧
せ
允
毎
い
こ
と
は
先
謬

　
　
　
　
　
　
亀
　
　
・
　
’
　
幽
　
・
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
幽
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
㌦
　
　
　
　
　
　
・
　
F
　
、
　
　
＝
亀
　
9

い
の
で
あ
る
が
、
古
典
的
ギ
つ
軌
や
と
そ
の
時
代
と
は
事
の
外
著
も
ぐ
『
賢
明
』
」
を
尊
ん
だ
て
と
に
お
い
て
一
つ
の
特
蝿
惟
を
示
し

て
ゐ
乃
．
そ
こ
で
は
種
々
の
物
議
を
か
も
す
程
に
喧
老
心
沙
羅
ら
墾
所
の
『
以
．
フ
ィ
ス
ト
紫
る
轟
も
、
霊
湯
的

書
藻
雪
芝
は
羅
』
磐
人
、
才
知
あ
る
人
、
何
ぶ
網
に
或
は
翻
馨
乃
至
空
虚
に
書
辞
三
大
臣
．
馳

，
警
ん
で
た
豊
馨
る
人
を
表
象
し
孝
。
整
藁
所
の
『
賢
朗
』
¶
ど
嵯
．
霧
鐘
あ
っ
て
は
讐
磐
薦
意
澹
輩
て
一
．
、
「
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

般
に
理
解
せ
ら
れ
て
居
レ
》
即
ち
そ
れ
は
政
治
的
技
能
へ
自
。
一
罪
8
趨
娼
£
一
鞭
冨
）
と
卓
越
せ
る
理
解
（
高
窟
・
・
8
昌
塁
．
宥
器
巴
肱
y
乏
い

を
と
で
あ
婁
．
必
ご
薫
る
旗
人
毒
か
ら
堪
孝
三
羅
を
互
に
悪
つ
悔
と
い
慮
読
に
依
れ
ば
、
叢
剃
に
プ
ル
」

フ
お
嬰
讐
豊
、
『
最
も
賢
明
な
薯
ぺ
』
畿
違
警
芒
た
と
惚
。
紳
塞
女
の
託
宣
が
『
書
信
心
下
書
へ
凸
で
は
．

’
塗
、
叢
も
賢
明
な
る
冶
へ
』
’
で
あ
ゑ
こ
ろ
に
薄
味
深
い
謬
が
あ
る
。
さ
宅
履
ご
♀
賢
人
の
う
ち
に
入
れ
盆

　
　
・
・
シ
言
イ
ス
張
る
名
僻
婁
σ
三
一
、
撒
，
一
、
　
．
’
・
　
’
　
．
」
・
〆
会
．
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
姦

●

’
　
　
C

、



、

鳶
h

詞

轟
　
摯

、

・
　
．
　
　
・
　
　
．
　
．
法
　
政
　
砺
　
究
・
第
＋
§
巻
回
忌
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
八
六
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
る
人
々
も
蝕
に
謂
ふ
所
の
『
賢
明
』
の
表
象
す
る
所
に
從
っ
て
選
定
せ
ら
れ
て
る
る
向
き
が
強
い
、
讐
へ
ば
立
法
者
と
し
て
ソ

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ン
（
職
印
。
】
9
じ
ゃ
ピ
ツ
タ
コ
ス
（
国
空
夢
犀
。
雛
）
が
左
様
で
あ
り
、
レ
ま
た
タ
惰
レ
ス
（
円
ド
鈴
雷
）
が
そ
の
選
に
入
っ
て
み
る
の
は
卓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
（
1
）
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
せ
る
哲
學
者
と
し
て
で
は
な
く
寧
ろ
そ
の
政
治
活
動
に
依
存
し
て
み
る
も
の
の
如
．
く
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
　
㌦

　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
か
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
石
a
o
｝
o
冒
も
団
層
昏
濃
。
郵
u
，
も
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
た
。
　
ま
た
秀
ぐ
れ
た
る
差
止
詩
人
弓
げ
9
冒
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
同
様
に
そ
の
名
を
以
て
稻
ぜ
ら
れ
、
融
。
ざ
暮
霧
も
b
二
。
・
宕
唱
け
碧
＄
か
ら
ば
か
り
で
な
く
・
、
9
。
・
。
馨
器
・
。
か
ら
も
同
じ
く
ソ
ナ
フ

　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

個
　
　
　
，
ス
み
名
を
冠
果
れ
た
遥
。
・
，
．
ぽ
昌
。
・
。
は
冒
。
彫
。
・
，
§
犀
を
も
亦
ツ
ォ
ヲ
ィ
ス
凄
命
名
し
た
が
、
彼
自
身
は
同
年
代
の
汰
ξ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
養
か
ら
同
じ
呼
び
名
を
與
㌻
れ
穣
更
に
ま
た
蓬
蓬
・
．
・
は
浮
軽
づ
鴇
？
と
驚
さ
う
し
て
管
§
量
は
歩
量

。
・
．
　
　
冨
。
．
・
を
指
し
働
ド
ト
量
言
切
も
ξ
諄
§
．
・
も
共
に
ソ
ク
テ
ラ
搾
の
門
下
で
あ
っ
奈
i
萎
・
・
フ
ズ
ト
毒
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
σ
で
あ
る
。
か
の
国
辞
。
⇒
も
H
・
・
o
臨
鉾
＄
か
ら
は
ソ
ォ
フ
ィ
涛
臥
の
名
に
お
い
て
志
せ
ら
れ
、
そ
σ
イ
ン
ク
ラ
チ
ス
自
身
ゆ
ソ
ォ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
フ
4
ス
ト
と
命
名
せ
ら
れ
批
難
せ
ら
れ
た
こ
と
を
恥
ぢ
て
、
　
そ
れ
に
…
塾
し
て
彼
自
身
を
辮
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
ち
ゆ
る
哲
學
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
を
辛
辣
に
嘲
笑
し
た
所
の
爵
羅
。
浮
は
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
含
め
て
総
て
の
哲
聖
者
を
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
の
名
稻
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薮
）
燐
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
・
　
　
　
　
、
　
て
総
括
し
て
愚
弄
七
た
、
と
い
は
れ
る
。
更
に
煩
を
厭
は
す
し
て
き
μ
へ
ば
、
幼
妻
魯
。
舞
の
⇔
鷲
8
名
毒
は
国
冒
妃
。
勲
。
匡
＄
を
ソ
ォ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
4
ス
ト
の
中
に
入
れ
礎
か
の
イ
ン
ク
ラ
チ
ス
の
如
き
は
国
費
唱
。
音
菖
畠
も
洞
。
冨
も
、
缶
百
麟
8
昌
．
も
・
頃
碧
影
①
巳
富
ω
も
客
Φ
に
蓄
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
晋
σ
・
諒
薯
み
な
ソ
・
匹
ズ
蚤
a
名
を
も
つ
て
呼
鐘
馬
y
・
ご
㌃
　
　
一
∴
、
　
　
、
・
・

　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
、
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
『
臼
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
“
　
甲
　
　
一
「

い
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
ん
な
に
竜
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
と
薩
薄
霞
辮
に
急
く
卓
越
せ
る
人
々
に
樹
し
で
健
貯
せ
ら
れ
た
ご
と
で
診
つ
た
が
噛
も
と
よ
り
そ
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
ζ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
諦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奔
　
　
　
　
　
噂
　
始
　
　
　
　
彦
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
　
㍗

　
　
　
　
　
　
転
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諾
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「



、

／
／

ゾ ノ

卿

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

、
用
せ
ら
れ
た
意
圖
や
内
容
に
拡
夫
々
可
な
り
の
多
様
性
が
あ
っ
た
。
併
し
、
と
も
か
く
も
當
代
の
一
般
に
知
性
低
き
人
即
σ
卸
三
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

、
養
あ
る
人
々
に
封
ず
る
自
饗
る
情
謄
ぼ
・
　
自
つ
か
ら
欽
仰
σ
念
が
含
ま
れ
て
は
み
た
が
・
そ
こ
に
は
な
ほ
低
き
も
の
の
高
き
も

　
の
に
樹
す
る
反
感
。
・
厭
悪
重
い
ふ
よ
軌
も
寧
ろ
畑
た
さ
と
で
も
い
っ
た
竜
の
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
端
的
に
曽
ロ
へ
ば
、
噛
呑
の
．
ツ
吋

Z
ス
・
詰
る
呼
塩
に
温
情
や
親
愛
な
ど
に
欠
ぐ
惹
所
が
あ
り
，
寧
ろ
↑
冷
然
た
る
警
が
こ
も
っ
て
み
た
。
　
　
・

「
・
、
暴
ア
テ
象
に
書
る
初
歩
的
基
本
的
警
は
肉
体
の
た
め
の
体
喜
、
精
紳
情
操
の
た
め
2
日
樂
あ
二
つ
蓬
た
る
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
へ

　
と
し
た
。
・
謂
ふ
所
の
音
樂
と
は
今
日
の
夫
れ
の
如
く
狭
義
に
鋤
け
る
も
の
で
は
な
く
、
丈
藝
を
司
さ
ど
る
九
体
の
女
榊
の
分
野
に
亙
－

．
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
お
、
ザ
ラ
の
立
琴
の
弾
奏
や
合
唱
の
各
晋
法
鼓
に
通
暁
す
る
と
い
つ
夜
や
う
な
こ
と
ば
か
り
で
ば
な
く
、
・
弓

丈
の
叢
疹
詠
や
、
髪
ギ
リ
シ
詣
の
や
う
藷
學
に
窪
し
羅
の
多
く
の
語
句
よ
零
れ
豊
・
節
の
罐
な
、
さ
う
し
て
，

　
優
雅
な
焚
聲
法
や
、
各
語
の
間
に
亙
る
多
様
な
る
抑
揚
等
々
に
練
怨
す
る
こ
之
な
ど
の
可
な
り
多
難
な
こ
と
を
も
含
ん
で
み
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ロ
　
　
へ

幽、

ﾅ
あ
っ
た
．
か
よ
乏
概
念
の
範
域
が
撰
李
る
よ
う
に
」
音
言
書
護
師
の
語
も
馨
て
群
言
な
る
意
味
を
蒙
た
る
も
の
で

　
あ
っ
た
②
西
暦
紀
元
前
五
世
紀
中
葉
の
ア
テ
ナ
イ
に
あ
っ
て
は
謂
ふ
所
の
晋
樂
敏
師
の
中
に
、
最
も
弱
れ
た
る
才
幹
を
有
す
る
卓
越

　
偏
る
人
々
が
あ
っ
た
。
即
ち
そ
れ
ら
は
、
天
文
學
や
地
理
學
や
物
理
墜
を
講
じ
、
叉
飾
窓
あ
る
人
タ
の
間
に
お
け
る
種
々
の
問
題
に
∵
　
・
．
．

　
關
レ
て
辮
誰
法
的
討
議
を
交
へ
得
る
儲
力
あ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
磐
へ
ば
、
・
ピ
冒
喝
．
縄
鵬
や
b
遠
里
ぽ
冨
。
憩
．
や
等
師
び
。
雄
巴
画
．
。
・
や
’

七
一
筆
の
智
秀
が
詫
で
蒙
・
所
で
、
冨
書
や
そ
の
鐙
に
浮
た
人
蔭
、
本
來
的
な
贅
言
的
な
ず
シ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

．
糞
婆
の
意
昧
に
書
て
も
♪
ま
た
後
景
プ
ラ
↓
が
そ
の
名
に
賦
写
し
た
考
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語
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蓉
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か
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瓢
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や
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に
　
り

　
　
　
　
法
　
　
政
　
」
研
　
　
究
　
　
．
三
十
三
総
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

．
も
、
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
稻
せ
ら
れ
る
に
適
さ
は
し
か
っ
た
。
，
由
來
本
源
的
に
は
『
賢
明
』
な
る
人
女
を
表
象
せ
る
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
な
る

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
名
餅
も
、
何
ん
と
な
く
一
叢
の
寒
暑
的
な
小
暗
き
蔭
を
派
生
し
て
理
會
せ
ら
れ
る
よ
う
に
配
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

、
斯
様
な
長
生
的
・
張
換
的
傾
向
が
漸
く
現
は
れ
き
た
っ
た
の
は
、
お
よ
そ
西
暦
紀
元
前
四
五
〇
年
以
降
の
ご
と
で
あ
っ
て
、
當
時

　
ア
デ
ナ
イ
に
は
多
く
の
受
贈
家
、
雄
里
家
．
習
叢
論
が
大
衆
の
面
前
に
競
合
っ
て
出
現
し
た
の
で
み
る
。
夫
等
の
有
能
な
る
『
賢
明
』

・
な
る
知
識
人
・
丈
化
人
が
書
置
の
傳
統
的
意
味
か
ら
も
、
ま
た
そ
の
名
聲
。
榮
轡
が
漸
く
傾
ぎ
初
め
た
意
味
か
ら
も
、
　
ソ
ォ
ブ
ィ
ス
争

“
と
呼
ば
れ
た
こ
乏
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
代
の
ソ
ォ
ァ
ィ
ス
ト
と
稽
せ
ら
れ
た
入
々
は
他
の
機
器
に
’
も
述
べ
た
よ
う
に
』
物
的
報
酬
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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て
人
々
を
敦
授
し
た
。
撃
つ
で
、
彼
等
は
概
し
て
好
ん
で
富
裕
な
る
階
読
め
子
弟
を
多
く
敏
心
し
た
こ
と
は
撞
む
可
～
・
も
な
か
っ
た
、
．

．
か
く
し
て
互
額
の
私
財
を
蓄
積
す
る
者
も
生
じ
た
課
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
或
る
程
度
一
般
の
人
々
の
嫌
悪
を
招
き
、
ま
た
羨
望
を
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ぬ

　
’
も
挑
嚢
し
た
素
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
ゆ
面
し
て
さ
ケ
し
た
損
斥
は
一
般
手
ま
り
は
寧
ろ
彼
等
阿
輩
、
即
ち
彼
等
と
同
類
の
生
業
に
拷
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る
も
の
の
間
に
お
い
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却
っ
て
強
ぐ
さ
へ
あ
っ
た
。
ソ
ク
テ
ラ
気
や
プ
ラ
ト
ン
の
こ
の
徒
輩
に
饗
す
る
激
し
き
嫌
悪
・
排
撃
は
も
と

・
よ
グ
一
般
民
衆
の
趨
れ
よ
り
に
高
級
で
あ
り
、
根
糠
も
あ
っ
た
で
は
あ
ら
う
が
、
・
當
代
に
お
い
ズ
漸
《
固
定
し
初
め
悦
意
味
た
お
け

　
る
所
記
ソ
肯
フ
4
ス
ト
な
る
從
輩
へ
の
蔑
観
を
助
長
す
る
に
學
っ
て
有
力
で
あ
っ
た
ご
へ
嬬
否
驚
毘
來
難
い
所
で
あ
っ
馳
駅
）
か
し
物
的

　
報
酬
の
所
得
に
督
す
る
當
代
の
一
般
的
通
念
は
、
後
代
の
量
れ
か
ら
推
し
て
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寧
ろ
奇
異
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ま
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畳
ゆ
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程
強
烈
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っ
た
が
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ソ
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や
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F
ン
に
と
っ
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ぼ
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こ
と
ば
播
く
共
謂
は
ば
良
心
的
な
る
感
気
で
訪
っ
た
ど
庵
考
ふ
裂
き
で
み
ら
う
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膠
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@
並
に
護
時
代
祝
期
に
あ
っ
て
、
裁
判
上
の
謹
霧
は
ウ
て
報
酬
墨
下
す
る
こ
毒
血
倦
断
層
肇
柄
で
驚
森
ふ
観

　
　
‘
會
・
。
レ
，
叉
闘
懸
け
る
一
般
的
悪
で
碧
ゴ
た
震
的
な
る
犠
で
含
つ
た
盛
に
古
代
早
み
護
民
三
口
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

、
≧
艮
・
量
の
難
を
る
寓
9
巳
甚
懸
紀
元
前
二
・
・
年
風
〉
接
れ
ば
、
こ
0
よ
う
潟
嚢
酬
の
鐘
は
禁
忌

　　

@
嘉
て
る
惹
あ
っ
菟
但
し
、
・
實
際
南
陽
行
的
に
は
虚
血
、
あ
馨
は
必
余
し
倉
そ
の
尉
完
の
智
殿
讐
勉

　
　
．
て
ば
み
な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
　
・
“
・
．
．
“
，
　
　
．
．
・
　
．
．
「
～
　
　
・
．
、
，
　
ら

　　

@．、

?
れ
、
．
報
酬
の
受
雄
心
代
に
駐
て
薪
程
ま
で
髭
灘
の
潔
で
ゑ
た
．
そ
こ
で
∵
ク
3
ス
型
て
プ
ラ
ト
ツ

　　

@
墨
書
ら
の
不
面
目
な
る
徒
輩
に
蓮
ら
論
叢
弐
の
極
璽
登
表
書
る
に
建
て
、
蓄
フ
ィ
ス
ゐ
名
覆
芒
《
こ
れ

　　

@
ら
報
酬
鼠
標
の
卓
馨
姦
糎
封
し
て
葬
整
麿
も
叢
る
と
な
し
券
で
魂
。
贋
に
こ
の
種
の
暑
冷
し
て
、
と
．

　　

@
の
霜
の
烙
印
書
し
、
・
そ
れ
を
恰
も
個
定
置
し
め
た
も
の
の
．
、
天
ど
し
て
ご
ツ
ト
’
ン
婆
の
軒
天
導
あ
っ
た
と
さ
回
し
・

　　

@
て
も
斐
竜
い
墾
あ
選
書
か
も
ぞ
の
鷹
に
あ
っ
て
沸
し
為
詮
も
つ
て
量
袋
的
『
ソ
．
弓
ス
ト
』
ど
享
か
、
．
・

ヂ
富
盛
ひ
を
ア
テ
ナ
イ
人
達
す
る
と
し
た
な
潅
、
恐
ら
鳳
人
々
は
ヅ
ク
薯
フ
ス
を
宮
て
そ
の
第
天
童
芒
た
で
あ

　　

@
珍
事
鷹
代
に
喉
て
の
こ
ど
君
つ
た
。
煮
程
罐
は
こ
零
墨
7
一
フ
一
．
が
遣
し
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の
輕
轟
思
楼
奎

’
盤
鐙
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し
て
は
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な
か
ウ
た
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、
．
杢
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亦
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叢
聖
遷
以
て
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用
す
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に
は
至
っ
て
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な
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っ
た
の
溶
る
．
で
Z
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ト
ン
，
は
こ
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稻
を
概
し
て
彼
の
敵
塁
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即
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報
酬
を
奮
闘
す
る
所
の
學
者
・
教
獅
に
介
し
て
固
着
趣
し
め
る
可
く
努
め
た
と
共

　
　
　
に
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そ
れ
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に
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．
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．
．
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は
全
く
異
れ
る
所
の
、
不
面
目
な
る
諸
種
の
蔓
性
を
賦
卜
し
た
代
表
者
で
さ
へ
あ
っ
た
。
こ
の
鮎
に
零
し
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も

同
断
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
黙
プ
ラ
ト
ン
の
見
解
を
躇
諾
し
た
と
み
ら
れ
る
。
而
し
て
ア
リ
．
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
れ
ば
、
、
ソ
ォ
フ
ィ
ス

ト
と
は
恰
も
修
国
家
乃
至
寒
湿
法
論
者
と
圃
様
な
学
力
や
見
識
を
有
す
る
人
々
を
意
味
し
た
が
、
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
は
後
者
に
比
し
そ
れ
亀
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な
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せ
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輩
で
あ
っ
た
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即
ち
日
は
ズ
く
ー
ソ
ォ
フ
璽
ス
ト
と
は
人
々
を
隔
着
し
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つ
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金
鈍
を
拾
得
せ
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こ
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を
目
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と
す
る
所
の
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的
な
る
似
非
知
識
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で
あ
る
一
と
。
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齢
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ず
る
と
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ふ
こ
と
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シ
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嫌
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た
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併
乍
ち
、
一
知
的
敦
養
的
業
務
に
た
つ
さ
は
っ
て
糾
得
を
牧
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
に
あ
夕
て
は
決
し
て
彊
が
ち
稀
有
　
　
、

な
異
歌
磐
專
あ
っ
た
と
の
み
は
い
は
れ
な
い
・
蟹
界
ば
・
穿
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配
の
如
嘉
五
世
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で
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こ
の
聖
人
の
紳
愛
器
せ
る
ア
ク
ロ
．
ポ
リ
ス
丘
上
の
パ
ル
テ
ノ
ン
祠
再
建
造
螢
の
工
事
監
督
を
も
勤
め
た
程
の
人
で
あ
っ
て
も
、
報
醜
　
　
．
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・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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ユ
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を
受
理
し
て
そ
の
制
作
せ
る
彫
像
や
塑
像
を
費
却
し
た
噂
ま
だ
、
拝
情
詩
人
と
し
て
令
名
高
か
り
し
落
髪
脅
母
畠
（
α
卜
。
ト
っ
i
恨
。
。
切
．
ρ
）
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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3
）

も
報
酬
を
も
と
に
工
作
し
て
生
計
を
澄
ん
だ
と
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
同
じ
く
ギ
リ
シ
ャ
の
拝
情
詩
人
苺
a
巨
。
巳
伽
．
咽
（
靹
α
⑪
i
一
心
の
O
o
冨
3
〔
滑
）

も
漣
誤
審
ヤ
三
議
奏
の
一
天
毒
遷
る
砿
葺
観
蜜
靴
墨
漁
）
の
婁
門
義
蓄
麿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

堅
人
と
誉
、
甚
詩
人
と
し
て
高
薫
る
の
み
蒼
言
書
的
に
略
高
菟
位
孟
ハ
ペ
ら
れ
、
大
陳
と
レ
て
國
礎
奮
サ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ロ

　
　
多
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
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・
　
　
　
　
　
甜
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コ
『
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づ
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
胸
　
　
か
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『
　
　
・

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
ら
れ
た
て
と
も
あ
り
、
且
又
二
度
ま
で
も
武
將
の
任
命
輩
も
受
げ
た
こ
と
竜
あ
る
と
い
ふ
よ
う
な
、
そ
㊨
人
に
し
て
な
ほ
ア
リ
ス
ト

・
ヴ
τ
更
の
記
す
所
に
從
へ
噂
所
営
追
求
弛
め
に
辱
め
て
異
禁
る
熱
意
署
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
・
こ
の
倦
こ
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

＼

　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y

　
　
　
の
國
に
み
っ
て
も
當
時
金
鏡
の
授
受
に
つ
い
て
拡
他
の
事
例
も
決
し
て
乏
し
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
」
る
。
亀
た
だ
、
友
人
・
朋
輩
と
の

　
　
　
．
談
合
や
相
互
間
の
切
瑳
琢
磨
に
よ
っ
て
知
能
ゆ
啓
焚
或
は
誘
抜
に
資
す
る
こ
ど
に
あ
っ
て
は
金
環
の
受
理
は
輕
覗
せ
ら
れ
、
’
奇
矯
な
’

　
　
　
藷
新
な
る
言
意
を
証
多
額
の
案
求
薯
こ
と
は
可
肇
激
ザ
し
く
罰
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
言
い
が
、
㌦
斯
か
る
友
人
・

　
　
由
輩
間
の
聞
柄
の
こ
と
客
ひ
、
ま
た
讐
に
お
け
る
袈
扶
助
再
啓
奮
い
ひ
、
乏
れ
ら
に
下
し
て
量
産
代
ギ
リ
シ
ャ
砦

　
　
　
い
て
の
み
な
ら
す
後
代
に
お
い
て
も
亦
現
代
に
お
い
て
も
大
々
な
り
小
な
り
諮
る
こ
乏
な
避
事
態
で
あ
り
、
ま
た
專
理
で
も
あ
る
で

　
　
　
あ
ら
う
。
當
時
ソ
ク
ラ
テ
気
は
、
彼
等
が
ツ
ォ
フ
ィ
ス
ト
と
稻
平
し
て
蔑
覗
↓
た
人
欧
が
物
的
報
酬
を
受
取
つ
た
こ
老
を
、
毒
の
様
に

　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
ロ
　
　
め
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
も
激
し
く
妻
事
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
圃
彼
や
プ
ラ
ト
ン
は
こ
れ
と
本
質
的
に
は
大
差
な
い
で
あ
ら
う
よ
う
な
他
の
知
的
文
化
的
行
画

　
　
　
、
欝
が
ひ
と
し
く
鼠
講
不
面
目
な
る
物
的
評
債
の
下
に
金
鏡
授
受
を
以
て
行
は
れ
て
み
た
こ
乏
に
は
深
部
注
意
を
佛
は
な
か
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ノ

　
　
　
あ
ら
う
か
浦
じ
て
彼
等
は
凡
そ
自
由
人
に
し
論
人
の
旗
使
レ
雇
重
々
た
る
者
を
堕
落
ぜ
る
者
亡
て
侮
蔑
し
た
が
、
彼
等
の
・
「
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ド

　　

@
所
謂
ソ
ォ
フ
左
ス
癒
知
識
の
警
世
籍
殊
的
籠
の
擾
に
よ
っ
て
毒
軽
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
儲
裂
鳶
汰
が
報
．
．
～

　
　
　
酬
に
よ
る
契
約
の
下
に
制
作
七
、
作
詩
し
つ
つ
も
別
段
探
く
危
奇
れ
す
見
過
さ
れ
た
も
の
の
如
く
で
ポ
つ
た
と
考
へ
．
ら
れ
る
が
、
ゾ
’

　
　
．
チ
．
ス
あ
行
触
は
こ
れ
ら
の
蓋
と
此
璽
零
し
て
謂
は
る
る
が
如
乏
、
七
な
驚
的
で
あ
り
西
し
か
く
心
置
に
値
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
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t
繁
の
で
あ
翼
ら
う
か
刃
一
．
’
．
亀
、
．
．
．
，
・
「
、
．
・
・
，
、
、
，
・
，
－

　
　
　
　
　
・
ラ
オ
フ
イ
柔
な
る
名
言
と
そ
の
三
三
　
・
’
．
臨
．
　
　
ゴ
、
　
・
　
、
島
，
．
・
空
・
．
　
　
’
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

●

幽



曝

、
　ノ識“
触

鯛
∵
楠

」　　　　　解へ

冨　＝シ7　　　ウ

ボ

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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監
　
法
政
碍
”
究
第
十
三
巻
。
．
第
二
號
　
　
　

島
r
　
　
九
二
　
　

、．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼

　
　
　
と
、
に
も
か
く
に
も
、
・
『
賢
朋
』
な
る
一
世
に
抜
揖
た
る
人
々
一
般
に
難
く
通
用
↓
て
る
た
ソ
孝
フ
4
ス
ト
な
る
名
辮
が
、
金
鐘
、
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
酬
を
支
梯
は
れ
た
る
教
師
8
知
識
人
と
し
て
皮
肉
に
謁
刺
菌
侮
蔑
の
意
を
以
て
世
人
の
白
眼
と
冷
笑
巴
の
う
ち
に
理
翻
せ
ら
る
可
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ゲ

　
韓
生
し
た
と
い
ふ
ご
と
は
、
彼
等
の
生
活
還
境
や
時
代
の
態
様
や
又
彼
等
自
ら
の
不
徳
と
劣
性
等
．
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
た
三
三

　
な
る
人
格
の
ひ
た
む
き
な
る
排
撃
的
努
力
に
基
因
す
る
所
も
亦
多
大
で
あ
っ
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
爾
後
ソ
冴
フ
ィ
ス
ト
と

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
ァ
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は
阜
、
の
鑛
的
原
始
的
意
磐
箋
し
て
報
酬
を
轟
舗
た
る
議
的
瀦
の
樫
お
惚
譜
す
る
を
複
と
す
る
に
三
図

　
　
の
で
あ
る
。
し
か
く
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
な
る
名
蹴
の
意
義
憾
攣
移
し
た
、
そ
れ
は
西
紀
前
四
。
五
世
紀
の
こ
と
に
属
す
る
。
斯
様
に
そ
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
ユ

網
嚢
意
義
や
穫
の
低
下
せ
る
時
に
し
て
、
し
か
も
自
ら
ソ
・
フ
ー
ス
ト
と
老
て
腰
と
し
爺
ぢ
ざ
る
の
み
か
、
却
つ
毒
ろ
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そ
の
名
稻
を
盲
ら
堂
々
と
揚
言
し
て
自
負
せ
る
最
大
な
み
志
の
は
蓋
し
団
唇
歯
鴨
壇
器
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ン
の
劃
話
篇
『
プ
．
ロ
タ

　
ゴ
ー
ス
こ
は
こ
れ
を
次
の
如
き
趣
旨
に
慰
て
業
容
深
く
敏
し
て
る
る
∴
　
・
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へ
　
即
ち
、
．
常
代
第
一
の
知
者
と
の
聞
え
高
か
り
し
ア
ブ
デ
ラ
の
プ
ロ
タ
ゴ
！
ラ
ス
が
喜
々
巡
遊
し
て
ア
テ
ナ
塩
押
來
た
り
た
ど
葦

　
　
国
帯
唱
。
声
繕
霧
な
る
若
者
が
そ
の
示
教
を
仰
が
ん
こ
と
を
熱
柔
し
工
、
ソ
グ
テ
ラ
豹
に
請
ふ
て
プ
凱
ダ
ゴ
ー
ラ
ス
の
許
に
同
道
し

．
紹
盆
説
ん
こ
審
獲
ゑ
ふ
の
が
、
こ
の
叢
話
篇
の
薯
の
初
め
を
な
す
の
謬
る
．
而
し
て
こ
の
欝
に
あ
た
り
語

　
　
プ
・
タ
ゴ
ー
ラ
ス
が
甚
だ
麓
大
な
自
負
に
充
て
る
態
度
を
も
つ
て
磨
接
す
る
模
様
が
叙
蓮
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
揃
葛
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�
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・
フ
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深
ど
桑
っ
て
讐
な
い
所
以
聖
心
に
語
る
の
で
あ
る
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ゴ

」
D
転
箕
．
～
げ
∴
騙
’
3
．
’
、
・
ン
＼
　
　
　
！
　
…
・
γ
～
て
与
．
丁

■’
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ビ
　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
…
…
：
…
ド
…
一
事
の
他
異
人
が
大
都
市
に
乗
込
ん
で
そ
の
都
市
の
青
年
の
花
と
も
言
ふ
可
き
人
々
に
笥
己
の
が
敏
設
に
よ
っ
て

　　

@
嘆
を
進
歩
厘
壌
め
殉
が
た
め
髪
の
老
若
窺
書
を
去
つ
看
れ
と
起
臥
を
共
に
せ
ん
を
を
回
す
逸
と

　
　
、
．
ぽ
深
く
用
心
を
要
す
る
之
ど
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
そ
の
所
作
は
時
に
人
々
の
大
い
な
る
嫉
妬
反
感
を
招
く
こ
と
が
あ
る
か
ち
で

　
　
　
あ
る
、
∴
…
…
珈
㌻
ガ
γ
－
ス
’
ト
の
風
早
は
そ
落
革
が
極
め
て
古
く
、
古
代
に
あ
っ
て
こ
言
行
奢
は
そ
の
嫌
忌
せ
ら
轟
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
へ

　
　
．
ふ
ご
ど
を
恐
れ
て
種
々
の
名
門
み
下
に
隠
れ
て
自
ら
を
晦
ま
し
て
み
た
。
」
讐
ぺ
ば
夢
目
送
や
蓄
u
・
℃
侮
や
聾
房
。
三
畠
蕊
の
如

　　

@
壽
人
に
墨
継
も
の
が
曹
、
．
。
壕
づ
ゲ
。
目
・
。
や
昏
潅
鐸
・
，
書
く
二
黒
コ
、
者
に
假
扮
掛
る
も
の
昇
り
、
或
は
タ
層
レ
・

　　

@
ジ
ツ
允
H
§
孟
如
ぎ
は
体
毅
師
の
聖
も
の
薦
量
る
も
逡
へ
あ
っ
た
．
或
黒
く
最
近
零
、
以
前
は
タ
ゼ
フ

、
．
・
書
つ
た
が
幽
趣
リ
ム
ブ
業
で
φ
る
掴
．
．
衛
一
。
昌
・
。
も
亦
言
書
毒
第
耗
の
属
フ
ィ
ス
選
る
．
ま
た
章

　　

@
画
入
を
詩
心
酔
げ
。
唱
。
・
，
は
髭
・
樂
肉
垂
つ
た
が
疲
殊
悪
く
蕾
茎
オ
フ
ィ
ス
巻
あ
る
虜
耽
ケ
適
ス
山
け
け
ゲ
。
。
扇
，

　
　
　
．
蜀
3
■
や
そ
．
の
他
に
も
此
種
の
人
は
砂
面
は
な
い
。
さ
み
し
て
皆
痴
れ
余
の
言
へ
る
如
く
、
“
人
々
よ
り
猜
疑
・
耕
誘
を
受
け
る
こ
之

　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
．
煮
れ
て
穂
々
假
湿
た
の
興
る
ぜ
、
講
書
の
採
る
所
で
煙
雲
何
ん
義
ば
余
緩
等
は
を
の
假
甥
目
的

　　

@　

蒼
O
し
饗
書
信
著
か
急
あ
る
、
芝
露
等
は
を
し
で
驚
姦
穿
と
す
る
の
で
融
瑛
政
府
綾
等
に
弩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

・
言
姦
ま
さ
れ
る
為
酒
毒
而
七
て
環
に
至
悪
は
も
と
も
と
何
等
の
理
努
を
有
茎
、
綴
府
の
回
る
整
．

・
　
饗
す
筈
の
に
響
恣
∵
－
㍗
－
－
‡
．
．
・
そ
こ
で
余
者
餐
封
の
進
路
を
と
吹
自
ら
ツ
才
フ
ィ
ス
ト
鷹
を
及
び
人
間

’
の
三
者
な
る
ご
と
を
公
言
す
る
み
が
あ
㌔
曳
，
・
　
「
・
．
●
㌧
項
．
・
擁
コ

　
　
　
　
　
　
・
オ
フ
ィ
ス
庵
る
名
壁
そ
め
範
園
　
　
．
し
■
．
　
’
　
　
　
∫
．
　
一
　
九
三
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
ぐ

■

、
．

～T

か
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．
〒
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Tρ

艨
@
’

，
塗
政
　
　
研

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
、
　
．

第
十
三
霧
～
第
二
號
、

吊マ

転
回

　
　
　
　
　
　
層
㌦
隔
　
’
　
∵
　
・
貼
二
　
　
　
∴
　
－
r
五
　
F
r
　
　
」
、
　
　
．
．
π
・
　
｛
　
・
、
聖
F
・
『
－
　
、
一
、
　
．
　
ヴ
’

．
、
籍
揃
四
、
五
詣
．
糎
当
フ
ィ
ス
愚
な
盈
携
轟
轟
き
て
擢
認
る
時
悔
い
冗
憾
の
者
を
領
て
委
惚
，

　　

?呼
D
落
ゑ
選
へ
醸
の
墨
譜
を
感
発
講
麿
等
フ
」
ス
魯
豪
語
曳
謹
は
駕
に
繁
華
の
毒
識
見
一

ら
．
、
に
塁
弦
燦
豊
満
七
言
窺
知
し
穆
、
が
兇
フ
七
客
．
昌
ラ
膝
議
事
享
墨
摺
、
h
蒼
顔
ハ
日
3

」
遜
り
．
誘
悪
者
時
次
ゆ
違
諺
当
落
や
濠
路
薦
る
薦
べ
く
薄
日
蜴
日
略
も
更
に
、
妻
旧
庵
力
・
㌦

　　

@旺

X
考
無
糖
誘
も
進
亨
壊
勇
う
』
逸
℃
て
融
ゆ
魂
、
沓
身
の
難
尋
者
つ
で
遇
珪
ゲ
人
は
、

　　

笏
ｯ
だ
書
ぱ
．
亮
の
謡
う
毫
所
を
學
び
得
蓄
翁
錦
ち
、
一
一
ぞ
撲
叢
肯
る
思
慮
壌
陰

　㍗
　　

d、髦
_
た
熟
鳶
の
鷺
に
藩
い
孫
そ
⑳
本
凍
葡
意
義
と
老
荘
を
歪
濃
下
題
意
れ
下
書
フ
既
記
と
、

」言

t
鐘
隻
佛
盗
議
論
し
雇
落
蓋
騰
落
灘
脇
墨
の
潅
号
叢
嘗
胆
、

　　

r
謙
る
族
意
舗
為
り
で
タ
早
ヌ
蔓
φ
哲
軽
歌
津
茎
零
話
哲
骨
歌
｛
自
変
綴
治
鑑
論

　
　
、
⑳
お
ギ
毒
帯
潤
期
の
瀞
蔓
嘉
零
墨
零
早
態
課
題
塑
蓬
生
塑
題
で
灘
、
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’
b
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
『
　
　
　
　
　
　
　
脚
、
　
　
　
潮
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9
　
　
・
L
・
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
、
．

　　

｣
餐
敬
ミ
彗
重
も
の
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
輪
プ
三
の
ソ
牙
ス
ド
攻
馨
重
覆
る
番
の
・
ろ
落
し
謡

　　

烽
ﾉ
撃
ブ
・
タ
ゴ
ー
ツ
ス
忽
乏
し
で
は
幾
馨
つ
鼠
脚
）
プ
雫
ン
は
あ
簿
プ
苔
r
フ
養
較
的
括
澹
，
・

　
　
で
あ
っ
た
趣
を
記
述
し
て
み
る
。
即
ち
」
女
話
篇
『
プ
ロ
、
ダ
ゴ
ー
ラ
ス
』
の
う
ち
で
そ
の
入
自
身
の
ロ
読
と
し
て
次
の
様
に
語
ら
し
め

　
　
て
る
る
の
で
診
る
。
曰
く
一
『
余
は
余
の
門
弟
に
そ
の
金
額
に
便
す
る
も
の
を
授
け
る
、
而
し
セ
門
鑑
等
は
金
額
以
上
の
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
受
け
た
と
自
ら
言
呪
し
て
カ
る
。
故
に
余
は
次
の
様
な
報
酬
規
定
を
設
け
て
み
る
、
卸
ち
i
一
人
も
し
余
の
門
弟
止
な
っ
て
ハ
彼
も
　
　
　
　
．

　
　
、
し
好
む
な
払
ば
余
の
償
格
を
胆
心
ふ
が
よ
い
、
併
レ
こ
れ
は
決
し
て
強
制
で
嫁
な
い
。
」
而
し
て
彼
も
し
之
を
好
ま
な
い
な
ら
ば
」
彼
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
・
　
　
　
　
　
　
　
’
　
」
　
　
　
　
　
　
　
「
　
・
　
　
　
（
2
1
）

　
　
は
只
紳
殿
に
詣
ふ
で
て
余
の
敏
導
の
画
格
の
宣
誓
を
な
し
↓
彼
等
の
贋
値
と
宣
す
る
も
の
以
上
の
も
の
を
支
梯
ふ
に
は
及
ば
な
い
』
噛

．
・
t
菟
港
は
そ
の
こ
と
自
体
籍
ツ
．
フ
ィ
ス
ト
的
な
街
鵠
ロ
吻
が
三
盛
は
ゐ
途
プ
・
フ
ト
ン
老
て
斯
く
記
讐
し
め

　　

ﾅ
無
電
に
短
長
の
蕎
的
齎
と
し
宅
の
み
肇
理
解
す
奮
で
は
肇
、
寧
ろ
そ
こ
蓋
そ
の
簿
糎
て
の
所
謂
ツ
〉

　
　
オ
フ
ィ
ス
ト
』
、
般
に
廃
す
る
、
一
彼
猫
特
の
辛
辣
ざ
を
プ
ロ
タ
ゴ
ー
ラ
ス
に
…
毒
し
て
は
い
ざ
さ
か
留
保
せ
る
趣
が
存
す
る
と
い
ふ
風
に
で
」

も
受
聚
き
二
三
あ
る
ま
い
魂
．
、
．
∵
．
、
．
・
い
＼
凱
一
，
㌧
㌧
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
’
三
　
　
　
．
二
　
　
　
、
　
　
’
　
噛
一
　
　
　
9
　
」
　
　
「
、
－
　
・
　
　
陶
　
　
　
＼
．

　
　
　
さ
て
、
ラ
ラ
ド
ン
に
ば
『
ソ
ナ
フ
ィ
ス
ト
』
と
題
す
る
封
話
篇
一
篇
が
あ
る
り
本
小
稿
は
上
判
読
尽
せ
る
所
か
ち
し
て
當
然
、
そ
の
甥

　　

b
篇
に
ρ
き
蟹
に
て
も
言
及
七
な
け
れ
耀
ち
た
悟
あ
象
。
そ
め
藷
の
意
は
ワ
．
ブ
，
ス
ト
程
格
並
暴
等
の
欝
の

　
　
　
　
　
　
・
咳
女
遷
る
名
四
そ
の
徳
．
’
べ
．
へ
　
　
F
」
、
デ
　
・
、
尻
五

　
〇
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
　
」
　
　
　
h
　
　
　
B
　
・
　
＼
㌦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
、
　
　
政
　
　
　
何
憐
　
　
　
一
当
　
　
　
第
十
三
回
忌
　
第
二
醜
馴
　
　
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
エ
ハ
　
　
．
．

　
　
　
　
　
　
方
法
を
面
々
追
求
し
、
ソ
膝
フ
ィ
ス
ト
の
學
術
、
即
ち
忍
辱
ソ
か
フ
ィ
ス
テ
ー
ケ
ー
（
論
辮
術
）
と
呼
ば
れ
し
も
の
を
批
難
論
破
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

。
　
と
を
も
っ
て
主
体
的
欝
と
じ
・
こ
れ
に
無
心
し
て
『
劇
毒
の
性
質
の
発
が
課
讐
し
て
含
ま
れ
て
み
る
・
そ
の
健
プ
ラ
ト

　
　
　
　
　
　
ン
の
著
作
年
次
か
ら
冒
～
ぱ
晩
年
蒲
魚
融
解
短
叢
話
篇
構
域
上
に
も
夫
れ
以
前
の
封
話
薦
椎
は
異
b
／
・
甥
語
人
物
乏
し
て
殆
ん
ど
常

　　

@　

@
・
に
霧
せ
し
め
ら
れ
で
主
役
義
じ
て
る
だ
ソ
ク
重
フ
ス
が
慈
鐘
引
し
て
団
勲
・
薯
◎
…
及
び
N
毬
の
耀
た
る
う
ア
貧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
、
若
人
が
之
に
代
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
蓋
し
ブ
ラ
ナ
ン
が
エ
レ
ア
學
派
及
び
メ
ガ
ラ
定
着
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

、
　
　
　
　
　
示
唆
す
る
と
共
に
、
彼
が
既
に
ソ
ク
ラ
テ
メ
の
學
論
の
影
響
の
範
倒
よ
り
腕
出
せ
る
趣
き
を
曙
示
す
る
も
の
で
あ
る
、
．
芝
も
言
は
れ

　　

@
　
、
亀
も
美
れ
斯
く
の
如
し
と
す
れ
民
そ
の
㍗
フ
・
ス
直
り
け
る
獣
に
書
て
わ
れ
わ
れ
の
蟹
す
べ
羅
は
、
毘
そ
の
。

　
　
　
　
　
　
榛
腰
…
が
示
す
と
い
飼
粗
策
的
な
勘
考
か
砂
の
み
で
は
な
く
・
プ
｝
ス
ト
ン
猫
自
の
見
解
が
他
の
樹
話
篇
に
お
け
る
よ
り
拡
、
よ
り
精
確

　　

A
　
髪
明
言
塁
み
る
も
の
と
し
嘉
さ
密
な
ら
秩
σ
か
も
分
ら
奮
ポ
ふ
こ
と
で
あ
魂
な
豚
・
こ
の
篇
に
蕊
て
・
き

。
　
ド
勃
は
ぞ
ン
葵
花
冠
毒
警
暮
す
る
と
認
鎗
碁
如
く
で
驚
乞
碁
困
難
馨
讐
ゐ
触
警

　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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篇
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範
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・
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叙
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篇
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猶
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追
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落
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．
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榊
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⑦
・
・
唱
・
犀
仁
戸
田
鐸
擁
）
で
．

一
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
　
　
7
　
　
・
　
　
　
評
　
・
　
　
　
い
　
　
二
訊
　
　
　
　
　
・
ト
　
　
＾
　
　
　
　
ご
“
　
・

　
　
　
　
　
　
　
「
。
　
　
　
　
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹
　
　
　
ヤ
山
　
　
　
　
牽
　
　
　
卓
　
　
　
・
　
　
呪
㌃
　
　
　
　
．
㌻
　
　
　
一
F
　
　
　
　
　
　
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

藷



「，ア
　」｝

’
亀

’

、
●
・

、

．
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
“
’
　
，
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
自
　
・
．
　
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
み
り
・
教
師
に
は
非
ら
ナ
し
で
被
傭
者
で
あ
ゆ
、
さ
う
し
て
如
何
な
惹
観
覧
か
ら
し
て
も
眞
の
並
置
の
反
…
封
な
る
者
と
看
徴
さ
蓄
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懐
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濡
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著
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篇
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篇
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事
情
に
亘
る
彼
の
見
解
を
次
の
如
く
解
朋
七
た
。
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ー
即
ち
、
ゴ
フ
ゆ
方
円
釜
疑
認
む
る
と
惚
こ
と
に
關
↓
て
は
、
、
如
何
奮
個
人
匝
般
輿
論
髭
す
れ
繕
底
回
す

べ
毫
な
い
程
そ
の
崇
霧
で
あ
る
、
と
も
愛
で
究
、
從
つ
透
は
『
ポ
・
テ
ー
ア
』
．
篇
器
け
喝
言
強
蛍
｛
薯

ソ
ォ
フ
ー
条
を
是
認
し
た
の
で
窪
く
、
却
っ
て
彼
等
の
力
轟
蔑
す
ぺ
嘗
の
と
し
て
書
し
た
に
響
な
か
つ
表
彼
等
は
・

盛
る
婁
も
の
た
る
ポ
も
寧
ろ
輕
準
可
き
む
で
あ
り
・
そ
㊨
黙
・
二
般
大
書
響
な
く
卑
し
き
も
の
で
あ
る
・
髪
へ
．

　
た
・
併
し
、
筍
も
一
，
般
大
衆
よ
婬
優
秀
で
あ
る
可
き
筈
0
教
師
や
政
治
家
に
し
て
、
し
か
も
一
般
人
と
選
ぶ
直
な
凌
が
如
き
輩
ご
莞

、
は
正
し
ぐ
非
難
せ
ら
れ
て
寧
ろ
然
る
細
き
で
あ
る
と
考
べ
た
β
域
は
こ
の
描
は
他
の
観
貼
か
ら
襯
れ
ば
、
プ
ラ
ト
ン
に
三
つ
、
て
の
彊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
敵
臓
『
世
間
』
．
で
あ
っ
た
と
い
ぶ
べ
く
、
そ
れ
は
強
が
ち
哲
學
的
意
味
か
ら
で
倣
な
い
が
、
又
そ
れ
か
と
言
っ
て
直
れ
と
全
ぐ
異
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

た
る
義
か
ら
で
も
な
い
が
愛
に
『
世
間
』
髪
は
眞
理
藤
重
出
禦
愛
鷲
、
知
識
疹
も
利
得
錘
重
と
を
追
求
薯

・
に
汲
々
宅
、
華
発
で
少
肇
．
人
や
響
蠣
抗
↓
浦
ら
慣
綴
基
面
と
遊
所
寒
い
②
で
身
コ
こ
‘
の
回
生

　
物
は
上
国
家
．
法
律
家
、
政
治
家
、
詩
人
、
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
と
い
ふ
多
く
の
頭
を
所
持
す
る
。
併
し
、
ソ
雪
フ
9
4
ス
ト
は
男
巳
笛
牙
（
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

話
の
海
馬
筆
者
・
註
）
の
聖
と
れ
ら
凡
も
霧
状
憂
隠
し
深
藍
飴
の
重
盗
は
ぶ
ソ
3
－
ス
あ
魁
讐
を

褒
黒
し
て
嘉
す
る
蕩
宏
る
。
i
噛
。
薯
。
齢
．
婆
フ
ト
．
の
立
忌
謬
t
の
様
に
理
湿
し
遷
の
間
⑩
事
情
避
斯
襟
に
解
明
し

携
で
あ
る
。
薫
れ
も
讐
．
；
・
の
優
れ
た
る
解
繹
で
は
あ
る
で
あ
ら
う
。
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
態
に
つ
き
、
併
し
乍
ら
、
必
ら
穿

　
　
み
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ロ

し
も
全
面
鍵
こ
。
解
耀
從
庸
要
陰
い
。
實
に
ソ
ヲ
ィ
ス
ト
と
講
せ
説
次
々
は
篠
上
決
し
て
塵
の
、
窒
同
国

　
　
　
　
　
芽
・
イ
ス
，
ト
な
る
名
讐
房
範
甲
　
．
．
　
．
’
．
幽
、
砂
　
　
九
九
　
　
，
二

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
　
・
p
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
　
o

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
塵
夢

♪



、
い

ン
晒
μ

期

跡
悔
轡
∵

叫
常

謬

　
．
　
　
　
．
駿
　
●
政
一
　
研
　
　
究
　
　
策
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
・
隊
し
　
　
　
　
一
〇
〇
ぐ
　
．
“
　
　
　
。

　
　
の
主
義
や
學
派
を
形
成
し
だ
と
い
ふ
が
如
き
♪
何
等
か
な
る
徒
黛
や
漁
網
を
結
成
し
た
謬
で
は
な
か
っ
た
。
或
は
一
般
就
瀞
晋
が
ら
は

　
等
し
く
劣
オ
フ
ィ
ス
序
と
思
置
せ
ら
れ
、
ま
た
か
く
理
上
せ
ら
解
た
人
々
の
間
に
お
い
て
も
そ
の
思
想
。
畢
説
或
ひ
は
技
術
等
々
の
上

　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
で
は
別
段
相
五
的
書
芸
が
凄
つ
た
課
で
は
な
か
っ
た
。
端
的
に
言
へ
ば
導
彼
等
は
寧
ろ
孤
立
な
る
人
々
で
あ
っ
た
」
撃
っ
て
假
令
一
学

　
様
に
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
の
名
構
を
冠
せ
ら
れ
て
み
た
人
汝
の
間
に
あ
つ
で
も
、
寧
る
多
様
性
こ
そ
そ
の
實
情
で
み
つ
た
。
從
っ
て
四
囲
の

　
所
謂
・
3
ズ
、
ぶ
襲
や
蔚
の
譲
葉
と
し
て
採
上
げ
ら
れ
し
揚
合
、
そ
こ
に
そ
の
覆
や
解
義
の
類
同
が
存
さ
な
霧
合
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
じ
た
と
し
て
も
こ
れ
亦
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
り
、
寧
ろ
そ
れ
は
當
聖
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
へ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
韓
じ
て
ま
た
、
劉
話
篇
な
る
誰
の
は
そ
め
性
質
上
、
所
謂
科
學
嘉
吉
術
的
論
読
と
は
自
ら
そ
の
戟
を
一
つ
に
は
し
な
い
。
從
づ
ズ

　、

v
ラ
ト
ン
の
前
記
二
ρ
の
封
話
講
中
の
叙
蓮
に
纒
は
れ
る
種
々
の
解
義
に
無
し
て
．
所
謂
科
學
的
分
析
的
槍
討
を
促
が
す
程
φ
必
要

　
性
は
必
ら
す
し
も
恒
に
存
在
し
な
い
で
あ
ら
5
。
斯
か
る
親
黙
か
ら
も
亦
、
ソ
ォ
フ
ィ
ス
ト
、
の
多
蔓
性
と
共
に
彼
等
に
嘱
す
る
解
義
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
て
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
り

、
認
識
並
に
そ
の
評
語
等
の
多
岐
性
の
所
在
が
肯
定
的
に
承
認
せ
ら
れ
て
別
に
差
支
な
い
筈
で
あ
ら
う
・
。
そ
羨
は
讐
論
理
の
矛
盾
9

　
は
な
い
。
ま
と
と
に
ソ
ォ
フ
ィ
ヌ
ト
と
は
決
し
て
軍
一
的
立
揚
や
主
義
に
立
脚
し
て
、
軍
一
的
忍
辱
を
結
成
し
た
と
蛎
ふ
よ
う
な
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
つ
で
、
そ
の
、
勲
は
特
に
命
3
審
に
侯
ρ
ま
・
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
っ
て
彼
等
．
に
は
行
動
を
共
に
す
る
と
い
ふ
寄
身

讐
腐
又
彼
講
羅
藩
主
馨
的
蓄
婁
化
的
蕩
垂
し
覆
之
豊
郷
欝
に
茎
た
の
峯

馨
っ
た
。
婆
は
前
強
の
如
く
．
寧
ろ
農
業
で
各
臭
汝
の
立
轡
。
喬
轟
い
て
時
代
婁
求
す
藷
蓼
知
識
及
び
蕎
－

姦
醸
し
た
も
の
鼠
婁
．
噺
か
藷
椎
の
鋸
纂
禦
謂
は
ば
偶
毒
代
の
野
饗
餌
長
接
黎
に
影
響
薪
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
榊
　
、
　
　
　
箏
　
轟
、
　
　
　
碑
　
　
　
・
幣
　
　
　
「
　
　
　
　
一
9
、
　
　
ド
・
　
　
　
’
　
．
　
廼
　
‘
　
卜
　
　
　
・
　
　
　
．

　
　
　
　
帥
　
　
・
　
　
　
　
　
　
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
寿
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
・
　
閃
匹
　
ド
瞥

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
も
　
｝
　
　
　
紅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
、
　
ノ
」
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
盛

、



、

、

∵

、
、メ　　　　　幽、

ク

、

！帥
ノ

、

、

、

聾
貧
が
薦
裂
劉
等
を
指
示
す
る
に
時
と
し
て
鶏
の
啓
蓬
動
σ
妻
事
裏
明
蓬
す
ぎ
な
お
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

る
σ
建
他
の
馨
に
も
号
し
虹
⑱
）
疲
等
は
概
し
て
ア
テ
ナ
イ
人
で
に
な
く
、
多
ぐ
は
他
郷
の
人
々
で
夫
々
そ
、
の
町
回
を
出
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
み

　
て
當
時
の
文
化
の
中
心
地
ア
テ
ナ
イ
に
移
り
℃
三
面
せ
る
ん
々
で
あ
っ
だ
、
こ
の
意
味
か
ら
も
彼
等
の
間
に
に
團
体
性
が
稀
簿
で
あ

っ
奮
が
容
易
に
推
容
ら
窒
嘉
そ
の
霧
乃
至
悪
ど
い
豪
ら
減
て
戦
披
等
？
な
は
當
代
の
碁
が
三

遍
薯
た
肌
の
嚢
選
る
落
諾
知
識
乃
至
肇
的
蕎
轟
け
姦
聖
る
毒
慣
、
先
づ
似
霞
も
業
で
あ
且
・

つ
多
警
も
あ
り
π
爆
併
し
、
ビ
の
外
に
い
詩
人
、
二
蘂
者
、
讐
、
体
嚢
三
筆
と
し
で
芝
立
つ
も
の
も
欝
は
な
か

っ
た
・
．
藻
に
そ
の
講
じ
た
重
科
普
技
能
の
激
甚
可
を
蕎
護
畳
つ
盈
で
あ
魂
・
・
更
に
時
と
し
て
里
干
し
て

　．

ｽ
岐
な
る
才
能
に
長
じ
多
種
の
業
務
に
携
は
り
し
も
0
ざ
へ
あ
っ
た
。
磐
へ
ば
・
．
国
な
辱
宣
9
の
如
き
は
詩
人
で
あ
り
、
籔
三
者
で
あ

ひ
、
蛍
石
煮
属
望
酔
げ
。
一
。
－
q
一
・
．
）
で
ゑ
或
は
反
褒
で
み
り
豆
日
樂
家
で
あ
箋
術
者
識
家
（
。
。
興
野
。
鋸
＝
．
↓
冒
弩
落

零
・
賢
家
霧
り
、
同
時
に
政
襲
で
あ
り
、
且
つ
舎
ゆ
劣
面
に
選
る
能
文
家
で
あ
っ
た
玄
一
難
れ
る
。
呈
葵
る

　
如
く
・
ツ
憶
フ
圃
ス
ド
と
は
軍
一
、
な
み
主
義
・
立
揚
を
有
す
る
撃
派
や
集
團
を
構
成
し
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
う
し
て
ソ
腰
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
タ

　
ス
ト
な
る
各
僻
も
亦
斯
様
な
音
昧
に
お
け
「
胤
翠
一
性
を
内
含
し
て
は
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
蝕
に
ぎ
か
て
写
こ
れ
ち
諸
々
の
事
情

　
’
を
綜
合
し
て
考
．
ふ
れ
ば
、
か
の
プ
ラ
ト
ン
の
前
掲
二
つ
の
樹
話
里
中
に
お
い
て
夫
々
紹
介
せ
ら
れ
し
ソ
ォ
フ
寓
ス
♪
の
性
格
並
．
に
性
質
．

、

　
・
に
關
す
る
相
違
せ
る
解
義
に
纏
は
れ
る
萱
葺
の
問
題
の
如
逢
．
な
、
別
段
深
き
意
義
を
伴
ふ
も
の
で
は
な
い
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。

　
冠
ま
之
乏
に
ソ
ォ
フ
ィ
ス
藩
と
導
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史
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概
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＼
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、
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塾
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